
多
彩
な
飲
食
店
舗

を
Ｆ
Ｃ
展
開
す
る
サ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
�株（
西

区
井
口
五
丁
目
一
六

―
二
六
、
山
下
敏
彦

社
長
）は
４
月
１６
日
、

安
芸
郡
坂
町
北
新
地

二
丁
目
二
―
九
へ
同

社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
廻

転
寿
し
魚
虎
」
安
芸

坂
店
を
オ
ー
プ
ン
す

る
。
今
後
は
鮮
度
管

理
な
ど
最
新
の
シ
ス

テ
ム
を
フ
ル
に
そ
ろ

え
る
同
店
を
規
準
に
、

年
間
四
〜
五
店
舗
の

出
店
を
予
定
す
る
。

同
社
が
Ｆ
Ｃ
展
開
中
の
「
廻
る
寿
し
祭

り
」
の
姉
妹
店
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
炭
火

焼
肉
の
「
く
ろ
も
ん
」
に
続
く
二
形
態
目

の
「
魚
虎
」
安
芸
坂
店
は
、
福
山
御
幸
店

に
続
く
二
店
目
で
全
体
で
は
三
六
店
目
。

一
皿
一
〇
五
円
均
一
の
回
転
寿
司
店
だ
が
、

通
常
の
レ
ー
ン
と
は
別
に
テ
ー
ブ
ル
ご
と

に
置
い
た
マ
イ
ク
で
、
欲
し
い
ネ
タ
を
優

先
的
に
注
文
で
き
る
「
オ
ー
ダ
ー
供
給
シ

ス
テ
ム
」、皿
の
下
の
チ
ッ
プ
を
解
読
し
て

一
定
時
間
経
過
後
の
皿
は
自
動
回
収
す
る

「
鮮
度
管
理
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
。さ
ら
に
、

食
事
後
に
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
た
皿
を
自
動

回
収
す
る「
下
げ
搬
送
シ
ス
テ
ム
」ま
で
、

業
界
で
も
最
新
の
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
初

の
店
舗
に
な
る
。
面
積
三
二
七
�
㍍
で
席

数
一
二
六
席
、
年
商
目
標
は
二
億
円
。

ま
た
、
２３
日
に
は
釣
具
店
を
挟
ん
だ
同

じ
敷
地
内
に
、
三
七
店
目
で
、
び
っ
く
り

ド
ン
キ
ー
Ｆ
Ｃ
と
し
て
は
四
店
目
の
「
安

芸
坂
店
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。
特
殊
塗
装

の
ト
タ
ン
や
古
民
家
解
体
材
を
再
利
用
、

古
い
レ
ン
ガ
調
の
倉
庫
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

外
観
で
、面
積
三
七
四
�
㍍
に
一
一
四
席
。

年
商
目
標
は
二
億
円
。

東
洋
観
光

エ
ソ
ー
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
受
託

東
洋
観
光
�株
は
、
�財
広
島
県
女
性
会
議

が
運
営
す
る
広
島
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

「
エ
ソ
ー
ル
広
島
」（
中
区
富
士
見
町
一
一

―
六
）
一
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
を
受

託
し
、
４
月
１
日
か
ら
営
業
を
始
め
た
。

同
所
の
「
美
食
工
房
ス
テ
ラ
」
を
「
カ

フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ

ス
テ
ラ
」
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、一
〇
五
�
�
に
客
席
五
八
席
。

女
性
客
を
意
識
し
て
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
を

五
八
〇
円
で
提
供
す
る
な
ど
、
和
洋
中
の

ラ
ン
チ
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
メ
ニ

ュ
ー
を
充
実
さ
せ
た
。
営
業
時
間
は
午
前

７
時
半
〜
午
後
６
時
。
以
降
は
１０
時
ま
で

予
約
制
の
貸
切
と
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
プ
ラ

ン
（
八
〜
四
〇
人
）
を
一
人
当
た
り
三
〇

〇
〇
円
で
用
意
。
仏
・
和
風
の
全
八
品
で

フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
付
き
。
年
中
無
休
で
、

年
商
一
五
〇
〇
万
円
を
見
込
む
。

私
が
漢
方
薬
を

処
方
し
始
め
た
の

は
昭
和
４８
年
だ
か

ら
三
四
年
も
前
の

話
に
な
る
。
昭
和

５１
年
か
ら
漢
方
エ
キ
ス
剤
が
保
険
採
用
に

な
っ
た
の
だ
が
、
当
時
は
医
者
が
漢
方
薬

を
使
う
こ
と
は
珍
し
か
っ
た
。

一
般
医
の
中
に
は
「
あ
ん
な
も
の
効
く

か
」「
あ
れ
を
飲
ん
で
い
る
と
癌
に
な
る
」

と
い
う
と
ん
で
も
な
い
話
が
公
然
と
語
ら

れ
て
い
た
。無
知
が
な
せ
る
業
で
あ
っ
た
。

今
で
は
大
学
病
院
を
は
じ
め
医
師
の
八

〇
％
が
漢
方
薬
を
使
用
す
る
に
至
っ
て
い

る
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
効
能
が
見
直
さ
れ

て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

戦
前
か
ら
漢
方
薬
と
い
う
の
は
根
強
い

人
気
が
あ
り
、
そ
の
効
能
の
恩
恵
を
受
け

て
い
る
人
は
世
間
に
吹
聴
し
な
い
だ
け
で

ひ
そ
か
に
愛
用
し
て
い
た
。
は
や
し

明
治
時
代
、
文
明
開
化
の
囃
子
の
中
で

西
欧
の
独
医
学
が
採
用
さ
れ
、
東
洋
医
学

の
漢
方
と
漢
方
医
は
日
本
医
学
史
上
か
ら

抹
消
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
漢
方
は
永
く

日
陰
の
身
と
し
て
極
く
少
数
の
薬
剤
師
と

医
師
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
そ
の
命
脈
を

今
日
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

漢
方
医
学
を
こ
と
さ
ら
に
無
視
し
、
誹

謗
中
傷
し
て
き
た
権
威
者
た
ち
が
漢
方
の

不
思
議
に
目
覚
め
、
そ
の
有
用
性
を
学
会

誌
に
発
表
す
る
に
至
っ
て
は
隔
世
の
観
が

あ
る
。

明
治
維
新
、
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
伝
統

あ
る
仏
像
や
経
典
が
失
わ
れ
、
浮
世
絵
な

ど
の
世
界
に
誇
る
民
間
芸
術
品
が
紙
ク
ズ

の
よ
う
に
捨
て
値
で
海
外
に
流
れ
出
し
た
。

今
、
こ
れ
を
思
い
出
す
。

古
き
佳
き
も
の
が
壊
滅
し
貴
重
な
文
化

財
や
伝
統
医
学
が
放
置
さ
れ
続
け
て
き
た

損
失
は
計
り
知
れ
な
い
。
確
か
に
西
洋
医

学
の
進
歩
発
展
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

る
。
以
前
に
は
助
か
ら
な
い
生
命
も
助
か

っ
て
い
る
。
先
端
医
療
の
開
発
に
よ
っ
て

難
病
も
救
わ
れ
不
治
の
病
も
明
る
い
光
明

が
見
え
始
め
た
。

だ
が
、
西
洋
医
学
か
ら
置
き
去
り
に
さ

れ
た
不
定
愁
訴
、
冷
え
症
、
ほ
て
り
、
の

ぼ
せ
、
動
悸
な
ど
や
薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

あ
る
人
に
は
漢
方
薬
が
救
世
主
と
な
り
得

る
の
で
あ
る
。

団
塊
の
世
代
が
、
続
々
と
老
人
層
の
仲

間
入
り
を
始
め
る
昨
今
、
大
自
然
の
中
か

ら
産
み
出
さ
れ
、
掘
り
起
こ
さ
れ
、
集
大

成
さ
れ
た
体
系
的
な
漢
方
医
療
が
見
直
さ

れ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

中
高
年
の
健
康
管
理
に
更
年
期
障
害
に

悩
む
人
た
ち
に
と
っ
て
漢
方
薬
は
福
音
の

鈴
の
音
に
な
る
と
思
う
。

漢
方
薬
を
見
直
す

広
島
市
医
師
会
副
会
長

山
肩
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

山
肩

俊
晴

最新鋭システムをフル搭載
オリジナル
ブ ラ ン ド廻転寿し「魚虎」展開へ

サンフィールド

（8）
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